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トコトリエノールの取り込みと分布を改善するα-トコフェロール 

米国ニュージャージー州エジソンよりエクセルバイト社が、α-トコフェロールはトコトリエノールの取り込みと分布を妨害しないば

かりか、実際にはトコトリノールの取り込みを改善することを証明した研究についてお知らせいたします。 

 

最近、採卵鶏におけるビタミンEイソ型（トコフェロールとトコトリエノール）の分布を評価する研究が米国のアイオワ州立大

学（Iowa State University）で実施されました（2015年Hansenら）。α-トコフェロールの存在はγ-トコトリエノールおよ

びδ-トコトリエノールの取り込みを改善し、ある一定の組織と臓器におけるそれらの分布を増進することが研究で明らかにな

りました。また、アナトーに由来するトコトリエノール（トコフェロールを含まないトコトリエノール）の取り込みは、その90%以上

が排泄されるため乏しいことも実証されました。  

 

ビタミンEファミリーは８種類の化学的に異なる化合物―α-、β-、γ-、δ-トコフェロールの４種類とα-、β-、γ-、δ-トコトリエ

ノールの４種類―から構成されています。α-トコフェロールは肝臓中のα-トコフェロール輸送タンパク質（αTTP）との強

力な結合親和性から、生物学的利用率の高いことが実証されています。α-トコフェロールの存在は、トコトリエノールを含む

他のビタミンEに対する生体内識別を呈すると一時期考えられていました。それ故、トコトリエノールはα-トコフェロールの存在

下では吸収が乏しくなると誤って理解されていました。 

 

今回の組織分布に関する研究でα-トコフェロールとトコトリエノールからなる製剤は、トコフェロールを含まないトコトリエノール

製剤（アナトー・トコトリエノールとしてよく知られている）と比較して、肝臓、腎臓および脳内で高レベルのγ-トコトリエノール

分布を、また、試験したほぼすべての組織（例、脂肪パッド、肝臓、脳、輸卵管、卵黄、胸肉、腿肉）で高レベルのδ-トコ

トリエノール分布を示すことが明らかになり、α-トコフェロールが組織・臓器へのトコトリノールの取り込みと分布を促進している

ことが示唆されました。 

 

さらに同研究は、摂取したアナトー由来γ-、δ-トコトリエノールの90%以上が糞便中に見出され、吸収されたのは10%に満

たないことも報告しています。このことは、ヒトにおいてγ-、δ-トコトリエノールの吸収が乏しいことを示した薬物動態試験で得

られた所見と一致しています。γ-、δ-トコトリエノールの絶対吸収率は、それぞれ約9.1%、8.5%とされています（2001年

Yapら）。 

 

この注目すべき研究から得られた結果の中で、オハイオ州立大学ウェクスナー医療センター（Ohio State University 

Wexner Medical Center）が以前実施した２件の研究が賞賛されています。その１件の研究で、トコトリエノールは

αTTPノックアウトマウスで良好な吸収を示すことが明らかになりました（2005年Khannaら）。ヒトの組織分布に関するもう

１件の研究では、トコトリエノールがα-トコフェロール存在下でヒトの重要臓器に吸収され、蓄積することが明らかになりまし

た（2012年Patelら）。 

 

「今回の研究で得られた結果は、α-トコフェロールはトコトリエノールの吸収を妨害するため、トコトリエノールの良好な吸収

確保のためにトコフェロールを含まないトコトリエノールを取るべきだとする主張と相いれないことから当社の注意を引きました」

とExcelVite Inc リージョナルマネジャーの Bryan See は述べています。 

 

「脂溶性化合物の吸収性とバイオアベイラビリティの低さは研究者とフォミュレータにとって共通の問題になっています。今回の

研究でアナトーに由来するγ-、δ-トコトリエノールの90%以上が糞便中に見出され、吸収性の乏しいことがわかります。実際、

当社は2000年初期より薬物動態関係の雑誌でトコトリノールの吸収性とバイオアベイラビリティの低さを報告してきました。

それ故、当社はトコトリエノールについて食品グレードの自己乳化送達システム（SEDS）を開発する広範なR&Dプログラ

ムに着手し、特許を取得しました。それがSupraBio™システムなのです。EVNol SupraBio™（エヴァノール スープラバイオ™）

は各トコトリエノールの血漿への一貫した送達を確実にし、それらの吸収率を平均で250%改善することがヒト臨床試験で

明らかになりました」とExcelVite Sdn Bhdの栄養士 CheeYen Lau は述べています。 

  



 

「EVNol SupraBio™がさまざまなヒト臨床試験で採用されてきたという事実をとりわけ誇りに思っています。それらには、α-ト

コフェロールがもともと処方に存在する場合でもトコトリエノールが重要な組織や臓器に送達されて蓄積することを決定的に

証明したヒトの組織分布に関する試験も含まれます。EVNol SupraBio™は、その実証済のバイオアベイラビリティと生物効

率から、市場で最も生物学的利用率の高いトコトリエノール複合体とされています」と Bryan See は言い添えました。 
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エクセルバイト（ExcelVite）について 

2013年にマレーシアで法人化されたエクセルバイト社（ExcelVite Sdn. Bhd.）は、特許取得済みの技術により生み出さ

れた天然のトコトリエノールとトコフェロールの全種類を含有する複合体 「エヴァノール™」（EVNol™）および 「エヴァノール 

スープラバイオ™」（EVNol SupraBio™）、天然ミックスカロテン 「エヴァテン™」（EVTene™）、フィトステロール複合体 「エ

ヴァロール™」（EVRol™）ならびにレッドパームオイル濃縮物 「エヴァスペクトラ™」（EVSpectra™）の世界最大のメーカー

として今や先導的な立場にあります。 

● エクセルバイトは、GMPおよびISO/ISE 17025の認定基準に従って操業しています 

● エヴァノール スープラバイオ™は、トコトリエノールの最適な経口吸収を確実にする自己乳化型のパーム・トコトリエノール

複合体で、米国で特許を取得しています（US Patent No. 6,596,306） 

● エクセルバイトは、各製品を「エヴァノール™」、「エヴァノール スープラバイオ™」、「エヴァテン™」、「エヴァロール™」、および

「エヴァスペクトラ™」の商標のもと製造、販売しています。これらのブランドに使用されている成分は、non-GMOであると

同時にKosherとHalal両方の認証も取得しています 
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